
平成 28年度  研究助成 対象者一覧  Ａ申請（２３件） 

№ 氏  名 現職名 研究課題名 

1 盛下  真優子 
もりした  まゆこ 

東北大学大学院 教育学研究科 

総合教育科学専攻 

調和の人間形成論―マックス・シェーラー

の思想を手ががりに― 

2 陳  健成 
ちん  けんせい 

東京大学人文社会学系研究科

アジア文化研究専攻（東ア思

想） 博士課程 
江戸「洪範」学に見られる天人関係 

3 
井上  ひかり 
いのうえ  ひかり 

京都大学大学院医学研究科附

属総合解剖センター 教務補佐

員 

ヒト試料の利用をめぐる倫理的・法的課題

～試料の所有権と管理権～ 

4 笹谷  絵里 
ささたに  えり 

立命館大学先端総合学術研究

科・一貫性博士課程 

日本における新生児マス・スクリーニングの

歴史的検証と現在をめぐる調査研究―遺伝医

療としての倫理的課題から― 

5 生野  里花 
いくの  りか 

お茶の水女子大学人間文化創

成科学研究科比較社会文化学

専攻 博士（人文科学） 

共生の一形態としての音楽療法臨床プロセ

ス―その知の方法の探求― 

6 藪内  聰和 
やぶうち  としかず 

日本文理大学工学部機械電気

工学科 講師 

道徳教育における「人間の力を超えたもの」

の教育課程上の位置付け 

7 川口  由起子 
かわぐち  ゆきこ 

植草学園大学発達教育学部 

准教授 

インタベンションの倫理的側面―依存症の問題を抱

える人を対象とする介入手法の実践におけるパター

ナリズムと自律性概念 

8 上山  一 
かみやま  はじめ 

筑波大学  ビジネスサイエン

ス系／助教 

イスラム銀行利用者の意思決定要因に関す

る調査研究―イスラムにおける経済倫理と

の関係から― 

9 元濱  奈穂子 
もとはま  なおこ 

東京大学大学院教育学研究科 

総合教育科学専攻比較教育社

会学コース 博士課程 

大学教育を通じた専門職倫理の習得過程―

医学部における「プロフェッショナリズム

教育」に着目した研究 

10 加納  和雄 
かのう  かずお 

高野山大学 文学部 准教授 
仏典における宗教的理想と世間的倫理の相

克およびその克服についての研究 

11 谷口  恵子 
たにぐち  けいこ 

学校法人 茶屋四郎次郎記念学

園 東京福祉大学・大学院 心理

学部 講師 

精神疾患を持つ学生の実習教育に必要な要

素～相談援助職として現場での体験から実

習教育に必要な要素を見出す～ 

12 
日原  尚吾 
ひはら  しょうご 

広島大学大学院 教育学研究科 

教育学習科学専攻 心理学分野 

博士課程後期 1年 

社会に望まれない生き方を自ら選びとる過

程―過去経験に着眼した否定的アイデンテ

ィティの形成機序の検討― 

13 二階堂  祐子 
にかいどう  ゆうこ 

明治学院大学社会学部 非常勤

講師 

出生前検査の社会的倫理的課題に関する研

究―妊娠と出生前検査に関する障害のある

女性/男性の語りから― 

14 西  信康 
にし  のぶやす 

北海道大学大学院文学研究科

中国文化論研究室・専門研究員 
中国古代思想の正義論に関する研究 

15 佐藤  邦政 
さとう  くにまさ 

敬愛大学 国際学部国際学科 

専任講師 

差異に対する感受性と固定観念を学びほぐ

す姿勢について―共生の経験に対する認識

論からの一接近― 

  



№ 氏  名 現職名 研究課題名 

16 山川  智子 
やまかわ  ともこ 

文教大学文学部 准教授 

「複言語・複文化主義」教育のための「欧

州言語ポートフォリオ」の活用に関する研

究 

17 見附  陽介 
みつけ  ようすけ 

北海道大学大学院文学研究科 

専門研究員 

障害の問題における効率性と多様性の相反

に関する規範的研究 

18 杉尾  浩規 
すぎお  ひろのり 

南山大学非常勤講師 南山大学

人類学研究所非常勤研究員 

人類学におけるアタッチメント研究の現状

と展望 

19 村山  拓 
むらやま  たく 

東京学芸大学教育学部 講師 

米国の学校教育における障害理解への取り組

みに関する研究：「見えない障害」をめぐる

言説と実践の展開 

20 山口  裕毅 
やまぐち  ゆうき 

環太平洋大学 次世代教育学部 

教育経営学科 講師 

多文化共生時代における翻訳の倫理―意味

の共有と共同体の変容へ向けて― 

21 榊原  英輔 
さかきばら  えいすけ 

東京大学医学部附属病院精神

神経科 病院診療医 東京大学

大学院医学系研究科脳神経医

学専攻 博士課程 

精神科におけるエンハンスメントの倫理：

臨床実践の観点から 

22 孫  美幸 
そん  みへん 

大阪大学大学院人間科学研究

科 附属未来共創センター 

アジアの文化的重層性をもとにした多文化

共生教育の再構築 

23 黒川  雅幸 
くろかわ  まさゆき 

愛知教育大学 教育学部 准教

授 

もったいない感情の発達的変化に関する研

究 

 

 

平成 28年度  研究助成対象者一覧 B申請（１８件） 

№ 氏  名 現職名 研究課題名 

1 堀拔  文香 
ほりぬき  ふみか 

東京大学大学院 医学系研究科 

健康科学・看護学専攻 高齢者

在宅長期ケア看護学/緩和ケア

看護学分野 博士課程学生 

がん患者の「生」を支える医療者のコミュニケー

ション涵養に関する研究―「患者の生き方を知る

コミュニケーション」「患者に情報を伝えるコミ

ュニケーション」「患者アウトカム」の関連の検

証― 

2 竹之内  禎 
たけのうち  ただし 

東海大学課程資格教育センタ

ー准教授 

ロゴセラピーに基づく情報ユニバーサルデ

ザインの思想と実践 

3 永山  智之 
ながやま  ともゆき 

兵庫教育大学大学院学校教育

研究科 臨床心理学コース助教 

発達の偏り・未成熟を抱える青少年へのコン

バインド・セラピー―心理教育への援用可能

性 

4 三重野  雄太郎 
みえの  ゆうたろう 

鳥羽商船高等専門学校 一般教

育科 准教授 

ヒト生殖細胞やヒト胚のゲノム編集をめぐ

る規制―ドイツ・オーストリア・スイスにお

ける法的・倫理的状況― 

5 Flavia BALDARI 
フラヴィア バルダリ 

東京大学法学政治学研究科 
ニヒリズムと異文化共生への問い―カー

ル・レーヴィットと丸山眞男 

6 清水  加奈子 
しみず  かなこ 

自治医科大学医学研究科 博士

課程 

人生後半期における死別体験後の病的悲嘆

に関する質的研究―重症化した「遷延性悲嘆

障害」を呈した要因について、他者との関係

性に着目して― 



№ 氏  名 現職名 研究課題名 

7 野辺  陽子 
のべ  ようこ 

高知県立大学 地域教育研究セ

ンター 専任講師 

養子と里子の「出自を知る権利」に関する社

会学的研究―法律関係という変数に着目し

て 

8 谷口  起代 
たにぐち  きよ 

立教大学 社会デザイン研究所 

研究員 

生活困難状況にある者との「共創」の基盤となる生

命観の研究―近代的個人概念に立脚した人権の保障

に基づくソーシャルワークを超える、「いのちと暮

らし」を守るソーシャルワークの理論構築に向けて

― 

9 高柳  充利 
たかやなぎ みつとし 

信州大学教育学部 准教授 
「エマソンの道徳的完成主義」から再考する

「特別の教科 道徳」の指導の原理 

10 平出  喜代恵 
ひらで  きよえ 

関西大学大学院 文学研究科 

博士課程後期課程 
現代社会における人間の尊厳の意義 

11 
ポッゲンドルフ  

ロレンツ 

東京環境工科専門学校シニア

フェロー 

信仰の場と観光倫理―ヨーロッパと日本の

宗教的空間への訪問に関する研究― 

12 梶尾  悠史 
かじお  ゆうし 

奈良教育大学教育学部 特任准

教授 

道徳教育における哲学的探究の可能性―本

質主義と進歩主義の対立を超えて 

13 小池  進介 
こいけ  しんすけ 

東京大学こころの多様性と適

応の統合的研究機構 准教授 

非医療系分野を専攻している学生が精神科

臨床現場を実習した際のスティグマ軽減効

果 

14 蕭  閎偉 
しょう  こうじ 

東京大学大学院工学系研究科 

都市工学専攻 博士後期課程 

社会的弱者集住地域に対する社会的包摂支

援による共生と協働コミュニティの構築の

可能性に関する考察 

15 藤澤  文 
ふじさわ  あや 

鎌倉女子大学 児童学部子ども

心理学科 講師 

児童生徒の道徳性発達に関する研究：「考え

議論する道徳」に向けた道徳教育プログラム

の開発 

16 佐久間  由梨 
さくま  ゆり 

専修大学経営学部 准教授 
21世紀におけるポピュラー・ミュージックの

倫理学―ミュージック・ビデオと音楽フェス 

17 飯島  孝良 
いいじま  たかよし 

東京大学大学院人文社会系研

究科基礎文化専攻（宗教学宗教

史学）博士課程／真宗大谷派親

鸞仏教センター嘱託研究員 

近現代における一休「像」形成の分析―その

生と死をめぐる語り― 

18 浅野  憲一 
あさの  けんいち 

千葉大学 子どものこころの発

達教育センター 特任助教 

看護師および看護学生におけるセルフ・コン

パッションがバーンアウトを介して倫理的

行動と職場適応度に与える影響 

 

  



平成 28年度  研究助成対象者一覧 継続助成（１１件） 

№ 氏  名 現職名 研究課題名 

1 澤井  真代 
さわい  まよ 

立正大学 非常勤講師 

生命の保障から共生社会の紐帯へ―現代沖縄離

島コミュニティの多様化における女性祭司の機

能 

2 岩田  三枝子 
いわた  みえこ 

東京基督教大学大学院 神学

研究科 神学専攻 博士後期課

程 

賀川ハル(1888-1982)における女性倫理―市民

社会における男女の協働を目指して 

3 鍾 宜錚 
じょん い じゅん 

立命館大学 衣笠総合研究機

構 専門研究員 

「看取り場所」の視点から捉える終末期医療倫

理と法―日台比較研究 

4 大塚  尚 
おおつか  ひさし 

国際医療福祉大学 総合教育

センター 総合教育部 助教 

自殺回避要因から考える若年者の自殺対策―現

代青年が感じる「生きづらさ」の実態調査から

― 

5 阿部  里加 
あべ りか 

一橋大学大学院社会学研究科

特別研究員 

アーレント思想における道徳的政治批判の理論

的基礎付け―政治と真理の関係を中心に― 

6 田原  彰太郎 
たはら  しょうたろう 

早稲田大学 教育学部・社会科

学部・文化構想学部 非常勤講

師 

自律の倫理学的研究―現代カント主義を中心と

して― 

7 佐藤  弘之 
さとう  ひろゆき 

東京大学大学院 医学系研究

科 医療倫理学分野 特任研究

員 

自閉スペクトラム症(ASD)の小児本人への告知

に対する児童精神科医と小児科医の態度に関す

る研究 

8 堀  智久 
ほり  ともひさ 

名寄市立大学保健福祉学部社

会福祉学科 専任講師 

「共生教育」の思想―日本の就学闘争の歴史か

ら 

9 山口  沙樹子 
やまぐち  さきこ 

McGill University, Faculty 

of Medicine, Department of 

Psychiatry, Division of 

Social and Transcultural 

Psychiatry・PhD 

Student(Year3) 

多量飲酒から理解するペルー先住民族ケチュア

の文化と政治的暴力からの回復 

10 依田  和晃 
よだ  かずあき 

（該当なし） 
シモーヌ・ヴェイユの哲学の諸問題とその教育

的意義 

11 大森  万理子 
おおもり まりこ 

九州大学大学院 人間環境学

府 教育システム専攻 博士後

期課程 

1900年代～1940年代米国カリフォルニアにおけ

る日系移民孤児の生命の分別 

 


